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　飲酒運転の根絶に関しては、「トラック事業における総合安全プラン２０２５」において、
「飲酒運転ゼロ」を目標に掲げ、全ト協の「交通対策委員会」を中心に、各都道府県トラッ
ク協会とも連携しつつ、各種取り組みを積極的に展開しているところです。
　こうしたなか、令和4年中の事業用トラックが関係する飲酒事案については、国土交通省
が毎週発信するメールマガジン「事業用自動車安全通信」の情報等によれば、15件が把握
されています（中面を参照）。
　また、令和3年9月には、令和3年6月に千葉県内で発生した「飲酒した運転者の自家用
トラックが小学校児童の列に突っ込んだことによる死傷事故」などを契機に、以下のとおり
「交通対策委員会」での決議が行われています。
　このような状況に鑑み、飲酒運転という反社会的行為の根絶を図るためにも、業界全体
として決議内容を共有していただき、トラック運送業界からの「飲酒運転の根絶」に向け、
関係者一丸となって取り組みを推進して参ります。

１．各事業所においては、乗務前後の対面点呼時はもとより、対面でなく電話その他の方法で
行う点呼の場合においても、アルコール検知器を用いた酒気帯びの有無の確認が確実に行
える点呼実施体制が確立できているか再確認し、必要に応じた見直しを行う。

２．各事業所においては、交通安全運動等の機会をとらえ、事業用トラックが関係した飲酒運
転事故事例を周知するなどして、運転者に対する飲酒運転根絶意識の徹底を図る。

３．各都道府県トラック協会においては、飲酒運転根絶にむけた他県の取り組み事例について
情報の共有化を図り、各地域の実情に応じ、飲酒運転根絶にむけた効果的な取り組みを積
極的に展開する。具体的には、
・会員事業所所属の全てのドライバーからの飲酒運転しないことの宣誓書の署名活動
・フェリー乗り場、SA・PA、TSなどでのトラックドライバーに対する飲酒の有無の
自主点検や、街頭啓発活動

令和３年９月６日
公益社団法人　全日本トラック協会
副会長（交通対策委員長）工藤修二

 決　　　　議  決　　　　議 

公益社団法人
　事業用トラックドライバーの飲酒運転事案が相次ぐことにより「飲酒運転は運送業界全体の
体質的問題」ととられかねません。また、こうした状況が引き続き発生するような事態となれ
ば、エッセンシャルな運送業界の社会的信頼性は著しく失墜してしまいます。
　「飲酒運転」という反社会的な行為の根絶を図るため、関係者一丸となって効果的に取り組
みます。 2021. 9　初版
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事業用トラックの飲酒事故事例（令和４年１月～ 12月31日（速報））
出典：メールマガジン「事業用自動車安全通信」（国土交通省）等
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1 酒気帯び 
衝突 佐賀県 1月26日 

5時52分

神奈川県の高速道路と国道の合流地点において、佐賀県に営業所を置く大型ト
ラックが進路変更しようとした際、右側車線を直進していた乗用車と衝突した。

この事故による負傷者はなし。
事故後の警察の調べにより、当該大型トラック運転者の呼気からアルコールが検

出されたため、道路交通法違反（酒気帯び運転）の疑いで逮捕された。

2 酒気帯び 
衝突 石川県 3月25日 

20時30分

栃木県の国道において、石川県に営業所を置く大型トラックが運行中、国道
に合流する際、走行していた側道の左側ガードレールに接触し、弾みで中央分離
帯に衝突、更に道路左側のガードレール及び街灯に衝突し停車した。

この事故による負傷者はなし。
事故後の警察の調べにより、当該大型トラックの運転者の呼気からアルコールが検

出されたため、道路交通法違反（酒気帯び運転）の疑いで逮捕された。

3 酒気帯び 
衝突 福岡県 3月28日 

0時30分

山口県の高速道路において、福岡県に営業所を置く大型トラックが走行車線を運
行中、ハンドル操作を誤り、追越車線を走行していたトラックの側面に衝突した。

この事故による負傷者はなし。
事故後の警察の調べにより、当該大型トラック運転者の呼気からアルコールが検

出されたため、道路交通法違反（酒気帯び運転）の疑いで逮捕された。

4 酒気帯び 
衝突 岡山県 4月15日 

16時20分 1

岡山県の国道において、同県に営業所を置く大型ダンプが対向車線にはみ出し、
対向車線を走行してきた大型トラックと衝突し、そのまま現場から立ち去った。

この事故により、大型トラックの運転者が軽傷を負った。
事故後の警察の調べにより、当該大型ダンプ運転者の呼気からアルコールが検出さ

れたため、道路交通法違反（酒気帯び運転等）の疑いで逮捕された。

5 酒気帯び 
衝突 新潟県 4月17日 

14時00分

新潟県の飲食店駐車場において、同県に営業所を置く大型トラックが後退する際、
駐車していた乗用車及び店舗の看板に衝突した。

この事故による負傷者はなし。
事故後の警察の調べにより、当該大型トラック運転者の呼気からアルコールが検

出された。

6 酒気帯び 
衝突 栃木県 4月26日 

1時54分

千葉県の国道（トンネル内）において、栃木県に営業所を置く大型トラックが片
側２車線の第二通行帯を運行中、第一通行帯を走行していた大型トラクタ・トレー
ラに接触した。

この事故による負傷者はなし。
事故後の警察の調べにより、当該大型トラック運転者の呼気からアルコールが検

出された。

7 酒気帯び 
衝突 千葉県 5月14日 

5時49分 1

千葉県の国道において、同県に営業所を置く大型トラックが運行中、赤信号
を無視して交差点内に進入し、対向車線から右折してきた乗用車と衝突した。

この事故により、乗用車の運転者が軽傷を負った。
事故後、当該大型トラック運転者は現場から立ち去り、約１時間後に警察に出頭

した。
その後の警察の調べにより、当該大型トラック運転者の呼気からアルコールが検

出されたため、道路交通法違反（酒気帯び運転等）の疑いで逮捕された。

8 酒気帯び 
衝突 兵庫県 5月16日 

23時27分

広島県の市道において、兵庫県に営業所を置く大型トラックが運行中、ガード
レールに衝突した。

この事故による負傷者はなし。
事故後の警察の調べにより、当該大型トラック運転者の呼気からアルコールが検

出されたため、道路交通法違反（酒酔い運転）の疑いで逮捕された。

9 酒気帯び 
衝突 富山県 6月6日 

13時00分

富山県の県道において、同県に営業所を置く中型トラックが運行中、中央分離帯
を乗り越えて反対車線の街路樹に衝突した。

この事故による負傷者はなし。
事故後の警察の調べにより、当該中型トラック運転者の呼気からアルコールが検

出されたため、道路交通法違反（酒気帯び運転）の疑いで逮捕された。

事故等の
種類※ 車籍地 発生日時

死傷状況
当　時　の　状　況死

亡
負
傷

10 酒気帯び
横転 高知県 7月14日 

15時30分

高知県の国道において、同県に営業所を置く大型ダンプが運行中、対向車線に
はみ出し、歩道に乗り上げ横転した。

この事故による負傷者はなし。
事故後の警察の調べにより、当該大型ダンプ運転者の呼気からアルコールが検

出されたため、道路交通法違反の疑いで逮捕された。

11 酒気帯び 
衝突 埼玉県 8月28日

23時30分

新潟県の店舗駐車場において、埼玉県に営業所を置く大型トラック①が車両
を駐車しようと後退したところ、当該車両の右後部が、停車中の大型トラック②
の左側面前部に接触した。

この事故による負傷者はなし。
事故後の警察の調べにより、当該大型トラック①運転者の呼気からアルコールが

検出されたため、道路交通法違反（酒気帯び運転）の疑いで逮捕された。

12 酒気帯び
衝突 長野県 10月18日

12時30分

茨城県の高速道路において、長野県に営業所を置く大型トラックが運行中、パー
キングエリアにて車両を駐車するため後退していたところ、駐車していた車両に接触
した。

この事故による負傷者はなし。
事故後の警察の調べにより、当該大型トラック運転者の呼気からアルコールが検

出された。

13 酒気帯び
衝突 長野県 11月1日

0時50分

埼玉県の国道において、長野県に営業所を置く大型トラックが運行中、道路脇に
置いてあった物品に接触した。

この事故による負傷者はなし。
事故後の警察の調べにより、当該大型トラック運転者の呼気からアルコールが検

出された。

14 酒気帯び
衝突 山口県 11月30日

12時55分 1

岡山県の県道において、山口県に営業所を置く大型トラックが運行中、対向車線
を走行してきた軽自動車と接触した。

この事故により、軽自動車の運転者が軽傷を負った。
事故後の警察の調べにより、当該大型トラック運転者の呼気からアルコールが検

出された。

15 酒気帯び
人身 熊本県 12月1日

16時00分 1

熊本県の県道において、同県に営業所を置く中型トラックが運行中、信号機のあ
る交差点を右折する際、横断歩道を青信号で渡っていた歩行者をはねた。

この事故により、当該歩行者が重傷を負った。
事故後の警察の調べにより、当該中型トラック運転者の呼気からアルコールが検

出されたため、道路交通法違反（酒気帯び運転）の疑いで逮捕された。
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※「事故等の種類」は全日本トラック協会による

 ２．飲酒実態

点呼後の運行中に飲酒した事例 9

点呼が実施されなかった事例 4

点呼が実施されたものの、
酒気帯びが見逃された事例 1

調査中 1

計 15
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